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研究 発 表
ナイル諸語 における「単数」形について








渡 辺 己(香 川 大学)
中期チュルク語 における語順 ―散文文体の成立という観 点から一
菅原 睦(東 京外国語大学)
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ナ イル 諸 語 に お け る 「単数(Singuiative)」 につ い て
稗田 乃
本発表 では、ナ イル諸 語 を構成す る3つ の下位 言語群 、西ナイ ル方言、束ナ イル
方言、南ナ イル方言 のすべ てが名詞形 態論 にお いて 「単数くSingula七ive)」 形の形 成
法 をもってい る ことを明 らかに し、 また、 「単数(Singelative)」 形 の形成 法 は、ナ
イル祖語 に湖 ることがで きることを考察 した。
西ナイル 方言 におい て1名 詞 の 「単数(Sing岨a七ive)」 形 は、名 詞語幹 に接尾 辞 一d
が接辞 され て形成 された。 また、母音0に 先行す る歯茎鼻音nを ともな う接 尾辞・
nOが あつたn恐 らく、接尾辞0と 接尾辞鵯0は 、1つ の接尾辞 の異形 態 と考 え
られ るが、結論 を くだす には さらな る研究が必 要であろ う。 接尾 辞の初頭 位置 にあ
る鼻音 は、先行 す る語幹末 に位置す る子音 を鼻 音化 した。
東ナイル方言 において 、「単数(Sing掘a廿ve)J形 を形成す る方法 は2つ 存在 した。
1つ は、語 幹 に接尾 辞・A/oを 接辞 す るや り方で あ り、 も う1つ は、語幹 に語幹 形
成辞・Ak/・◎kを 接 辞 し、 さらに、その後 ろに 「単数(Singula七ive)」 形 をつ くる接尾 辞一
II-1を 接辞す るや り方で あ る。 この とき軟 口蓋子音kは 、母音 間で歯茎鼻音nに 変
化す る。
南ナ イル方言 におい て、「単数(Singulati.ve)」形 を形成す る接尾辞 は、一(y)a:nと一i:n
の2つ が観察 され る。 しか し、接尾辞i:nが 接辞 され た形式 は、集 合的に用い られ
る複数形 の可 能性が ある。
「単数(Singulative)」 形 の形成法 がナイル祖語 に潮 つて存在 した ことを、再構 成
例 を1例 、提 示 して考察 しよう。
「牛、家 畜J




南方言は 、軟 口蓋鼻音n9を 高母音 の前で硬 口蓋鼻音nyに 変化 させ たn
「牛、家畜 」を意 味す る名詞 は、3つ の方言群すべ てが 「単数(Singulative)」 形 をつ
くる。 しか し、 「人」 を意味す る名詞 は、東 方言 と西方言が 「単数(Singula七ive)」
形 をっ くるが、南方言が 「単数(Singulative)」 形 をつ くらない。 この よ うに 同起源 の
形 式 と考 え られ る ものが、各方言間で 「単数(Shユgulative)」 で あつた り、 そ うでな







ターグ(コータン地域)や ミー ラーン(ロブ地域)遺 跡から多く出土している。それらは、当時の
チベットによる中央アジア支配の実態や言語・社会状況を映し出す重要な資料であることは言
うまでもない。
従来の研 究としては、F.wThomasが スタイン蒐集の木簡の内390点 のテキストと訳を出版
(TLTD2)、VorobleWDes凄atovs嫡 がマーロフ蒐集品の研 究を公刊した(1953,1953a,1955)。 そ










1)す べてのチベット語木簡 に、あらたに統一番号(IOLTibNナ ンバー)を 賦す。
2)す べての木簡 に必要な修復を加え、それらを統一番 号に従って、新 しい箱に入れ直す。
3)す べての木簡のデジタル映像を撮影する。
1)に ついては、前のチベ ット文献キュレーターであったUlrichPagel氏 、2)に ついては、修
復部のRobertDuke氏 、3)に ついては、n.のSamvanSchaik氏 が中心となり、筆者が協力。
1),2)は、2000年 に、3)は、2002年 末に―応の作業を終えた。
つぎに木簡の本格的な調査を始めるにあたって、日本における木簡研 究の専門家である舘
野和 己氏(奈 良女子大学教授)の 協力を得て、形状の分析と日本の木簡 との比較などを担当
して貰った。チベット語木簡の形状面からの分析 はこれまで行われたことがなく、今 回の舘野
氏 の分析 によつてチベット語木簡の特徴がはじめて明らかになった。2000～2002年 に、筆者
と舘野氏は大英図書館 において3度 の調査を行つた。その成果はつぎの諸点にまとめられる。
1)す べての木簡の統一番号とサイトナンバーを確定した。








スライ アモ ン ・セイ リッシュ語のク リティックについて
渡辺 己
北アメリカ北西海岸で話 されているスライアモ ン語(セ イ リッシュ語族〉 に
おけるクリティックと接辞は以下 の三つの基準 によつて、およそ の区別ができ
ると考 え られる。すなわち、(1)接 辞はそれ特有 の不規則な形態音韻的変化を
引き起 こす ことがあるが、クリティックについてはそ ういうことはない、(2)
ク リティ ックはホス トの前に付 くこともうしろに付 くこともできる(「 モバイ
ル」で ある)が 、接辞 には現われ る位置についてそ のよ うな 自由はない、そし
て(3)言 いよ どみを表わす小詞は クリティックとそ のホス トの語の問には起
こりうるが、接辞 と語 幹、あるいは接辞と接辞の間 には起 こりえない。 この三
つの基準は このままです べてのクリティックと接辞 に当て はまるわけではない
が、一定のク リティック と接辞が同定できれば、他の形態素 はそれ らと共起 し
た時の位置によって同定できると考え られる。すなわち ここでは、ある形態素
がすでに同定されている接辞 と語幹の間に現われれ ば、それは接辞であるとし、
一方、 ある形態素がす でに同定 されて いるクリテ ィックよ りも語か ら離れて現
われれば、それはクリティックであると考える。
注 意 す べ きな の は、接 辞 には、 あ たか もク リテ ィ ック の よ う に節の なか で い
わ ゆ る第 二位 置 に常 に現 わ れる ものが ある ことで ある(cf.Wackernagel'sLaw)。 そ
こで、 接 辞 にか ん して 、 そ のよ うに第 二位置 に常 に現わ れ る もの、 す なわ ち節
の最 初 の 語(そ れ が述 部 で あれ 、 そ うで は な い もの で あれ)に 常 に付 くもの
('edge―positioned')、そ してそ れ とは異 な り、述部 が節 の最初 に位置 しない場合 で
も常 に述部 に付 くもの('predicate-positioned')の 区別 を記 述す る必 要 が ある。 ただ
し、す べ て の接 辞が この どち らか に排 他的 に分か れ る わ けで は な い。 なか には
両方 の位 置 に現 われ うる もの もあ り、それ らにつ い て はそ れ を形態 統語 的振 る

















1310年)、 『天国への道』(1350年 頃)、 『昇天の書』(1436/37年 筆写)の 語
順を分析し、上で触れた現代 トルコ語口語の語順と類似 した傾向が認められることを示 し
た。具体的 には、前提 となっている要素の後置や補足的な修飾要素の後置といつた現象で
ある。 このことか ら、ホラズム ・トルコ語散文作晶の言語が、語順に関 してある程度まで
当時の口語の特徴 を反映していると考えることができる。このことは同時に、 この言語が
文章語の発展の初期の段階にあつたことを示すものでもある。
これ に対 して、15世 紀後半のチャガタイ語散文作品においては、このような 口語的な





ヴ ァーイー、1495/96年 。 原作はジャーミー 『親交の息吹』)と 『聖者列伝』(訳
者不明、1436/37年 筆写。原作はアッタールP聖 者列伝』)の文体を比較 した。神秘
主義者の評伝 とい う同じジャンルに属するこれら両作品の比較は、翻訳 と散文文体の確立
との関係を考えるための重要な手がかりを提供するものであることを指摘した。
(すがはら むつみ)
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